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「海洋教育プログラム」小学校学習指導案例 [3] 

小学校第 5 学年 社会科学習指導案 
 
 

小単元：自動車をつくる工業(配当 9 時間) 

自動車運搬船を造る造船所（9/9） 

 

 

 

◆目標 

      ■自動車をつくる工業などを通して、我が国の工業生産について意欲的に調べ、自動車産業などに

従事している人々の工夫や努力、工業生産を支える貿易や運輸などの働きを理解するとともに、

国民生活を支える我が国の工業生産の発展について考えようとする。 

□我が国の工業生産の様子から学習問題を見いだし、自動車をつくる工業などを具体例として調査

したり、地図、統計などの資料を活用したりして調べたことを白地図や作品にまとめるとともに、

工業生産と国民生活とを関連づけて考えたことを適切に表現する。 

 

◆評価規準 

  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①工業生産の様子に関心をもち、自動車をつくる工業などの製造の過程や製品の販売、輸送に見

られる工夫などについて意欲的に調べようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①我が国の工業生産の様子について、学習問題や予想、学習計画を考え表現している。 

②工業生産に従事している人々が、消費者や社会のニーズに合った新しい技術の開発、資源の有

効な利用や確保、環境への配慮などの工夫や努力をして国民生活を支える役割を果たしている

こと、我が国の工業生産の発展にはこれらの工夫や努力が欠かせないことについて考えたり判

断したりして、適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①自動車をつくる工業などを事例として、我が国の工業生産の様子について調査したり、地図、

統計などの資料を活用したりして必要な情報を集め、工業生産に従事している人々が、製造の

過程や製品の輸送などにおいて工夫や努力していることを読み取っている。 

②工業生産に従事している人々が、製造の過程や製品の輸送などにおいて工夫や努力している 

ことを絵、文章、グラフなどにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①工業生産に従事している人々が、消費者や社会の多様なニーズにこたえ、環境に配慮しなが 

ら、優れた製品を生産するために様々な工夫や努力をしていることを理解している。 

②完成した自動車が世界中の消費者に届けられている様子や海外での現地生産も行われている

こと、自動車の海上輸送に必要な自動車運搬船などの船が造船所で造られている様子を理解し

ている。 

  

 

この単元では、9 時間扱いのうちの 9 時間目に、自動車工場の学

習の発展学習として、自動車運搬船などの大型の船を造る造船所や

船が造られる様子に目を向ける内容を盛り込んで構成しています。 

単元全体の時間数を増やすことなく指導できるよう、工夫してい

ます。 
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◆指導・評価計画（各時間） 

 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊自動車工業のま
ち、愛知県豊田
市  

ｐ.10～11 
 

 

○グラフや地図を見て、日本の乗用車生産台
数の変化や主な生産地について気づいた
ことやわかったことを話し合う。 

・乗用車の普及率は80％を超えている。 
・昔と比べ、今の方が乗用車生産台数が多い。 
・自動車は愛知県豊田市の周辺で多くつくら

れている。 
 

◆自動車がわたし
たちの生活を変
え、豊かにしてき
たことをとらえ
させるようにす
る。 

◆たくさんの自動
車が生産されて
いることに気づ
かせ、どこで生産
されているか考
えさせるように
する。 

☆<関意態①> 
工業生産と自分た

ちの生活との結びつ
きに関心をもとうと
している。 

➋日本の自動車  
ｐ.12・15 

 

○日本の自動車が世界で売れている理由を
考え、学習問題を見いだし、予想を立て、
学習計画を立案する。 

・故障が少ない。 
・事故が起こってもけがが軽くてすむような

工夫。 
・燃費がいい。 
 

◆日本の自動車が
世界的に売れて
いることに気づ
かせ、その理由を
考えさせるとこ
ろから学習問題
を見いだすこと
ができるように
する。 

 
 
 
 

☆<思判表①> 
日本の自動車が世

界で売れている理由
を考え、学習問題を見
いだし、予想を立て、
学習計画を立案し表
現している。 

調
べ
る 

 

➌自動車を組み立
てる工場  

ｐ.13～14 

○自動車の生産工程について調べ、工夫や
努力について話し合う。 

・自動車の生産工程やそれぞれの段階でより
よい自動車をたくさんつくるために工夫
していること 

 

◆自動車の生産過
程について調べ
る際は、それぞれ
の過程でどのよ
うな工夫や努力
をしているのか
に着目させるよ
うにする。 

 

☆<技能①> 
 自動車の生産過程
や自動車生産にたず
さわる人々の工夫や
努力について各種資
料を活用して情報を
収集し、読み取ってい
る。 
 

➍自動車づくりの
くふう 

 ｐ.16～17 
 

 

○よりよい自動車を効率よくつくるための
工夫について調べ、話し合う。 

・ひもスイッチとアンドン（異常や作業遅れ
のとき） 

・指示ビラ（まちがいがないように） 
・関連工場 
・部品を余らせない工夫 
 

◆よりよい自動車
を効率よくつく
るためにも様々
な工夫や努力を
していることに
気づかせるよう
にする。 

☆<知理①> 
 よりよい自動車を
効率よくつくるため
の工夫について理解
している。 
 

学習問題 自動車づくりにたずさわる人々は、よりよい自動車をたくさんつくるた
めに、どのようなくふうや努力をしているのでしょうか。 

わたしたちの
生活を豊かにす
る自動車は、どの
ような地域でつ
くられているの
でしょうか。 

（1時間） 

日本の自動車
が世界で売れて
いる理由を考え、
学習問題をつく
り、学習計画を立
てましょう。 

（1時間） 

組み立て工場

で働く人々は、ど

のように自動車

をつくっている

のでしょうか。 

（1時間） 

自動車はわたしたちの生活に欠かせな
いものであり、自動車工場は特に愛知県
豊田市の周辺に多く分布している。➊ 

組み立て工場で働く人々は、自動車を
すばやく安全に正確につくるため、ロ
ボットや機械などを使い、作業を分担し
て自動車をつくっている。➌ 

組み立て工場で働く人々は、よりよい
ものを効率よくつくるため、間違いをな
くすために指示ビラを使うなど様々な工
夫や努力をしている。 ➍ 

組み立て工場

で働く人々は、よ

りよいものを効

率よくつくるた

め、どのようなこ

とをしているの

でしょうか。 

（1時間） 
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➎自動車の部品を
つくる工場 

 ｐ.18～19 
 

○自動車の各部品がどのようにつくられて
いるのか調べ、話し合う。 

・自動車の部品は関連工場でつくる。 
・関連工場では、組み立て工場の作業に合わ

せて必要な部品を組み立て工場に届けて
いる。 

・関連工場は組み立て工場の周辺にあること
が多い。 

 

◆組み立て工場と
関連工場との関
係性についてと
らえることがで
きるようにする。 

◆社会科見学で関
連工場と組み立
て工場をセット
で見学できるよ
うにしたい。 

☆<知理①> 
 自動車の各部品が
どのようにつくられ
ているか理解してい
る。 
 

➏世界とつながる
自動車 

 ｐ.20～21 
 

○完成した自動車がどのように消費者のも
とへ届けられるのか調べ、話し合う。 

・国内の販売店にはトラック輸送 
・海外には自動車運搬船で輸送する。 
・現地での生産、販売もさかん。 

◆ 輸 送 す る 際 も
様々な工夫や努
力があることに
気づかせたい。 

◆ 現 地 生 産 の メ
リットについて
とらえることが
できるようにし
たい。 

 

☆<知理②> 
 完成した自動車が
どのように消費者の
もとへ届けられるの
か、また海外で現地
生産が行われている
ことを理解してい
る。 
 

 

➐人と環境にやさ
しい自動車づく
り ｐ.22～23 

 

○人と環境にやさしい自動車づくりについ
て調べ、話し合う。 

・ハイブリッドカーや電気自動車など環境に
やさしい自動車の開発。 

・安全性や福祉の視点からも自動車の研究や
開発が行われている。 

 

◆自動車生産は実
際の生産ライン
で 働 い て い る
人々以外にも研
究開発現場で働
いている人々が
いることをとら
えさせたい。 

 

☆<知理②> 
 人と環境にやさし
い自動車づくりにつ
いて理解している。 
 

ま
と
め
る 

➑キャッチコピー
にまとめる 

ｐ.24～25 
 

○これまでの学習をふり返り、日本の自動車
づくりのよさをキャッチコピーで表し、話
し合う。 

＜キャッチコピーの例＞ 
・努力と協力 
・地球環境にやさしい など 

◆自動車生産は組
み立て工場や関
連工場で働く人、
研究開発に携わ
る人、運輸に携わ
る人々など様々
人々の工夫や努
力 の 上 に 成 り
立っていること
をとらえさせた
い。 

☆<思判表②> 
日本の自動車生産

のよさを既習事項を
基に考え話し合って
いる。 
☆<技能②> 
日本の自動車生産

のよさについて調べ
たことをもとに、
キャッチコピーにま
とめている。 

自動車の部品はそれぞれ組み立て工場
の近くの関連工場でつくられている。正
確に、組み立て工場で部品が必要な時間
に合わせて工夫してつくられている。➎ 

自動車の各部

品は、どのように

つくられている

のでしょうか。 

（1時間） 

完成した自動車は、トラックや自動車
運搬船などを使って消費者のもとへ届け
られる。最近では自動車の現地生産もさ
かんである。➏ 

完成した自動

車は、どのように

して世界じゅう

の消費者のもと

へとどけられる

のでしょうか。 

（1時間） 

自動車づくりにたずさわっている人々
は、環境や安全性、福祉の視点などから
も自動車の研究や開発を行っている。➐ 

これまでの学

習を基に日本の

自動車づくりの

よさをキャッチ

コピーで表しま

しょう。 

（1/2 時間） 

自動車の生産は、消費者や社会の需要
にこたえ、つくる人々や運ぶ人々など、
従事する人々の工夫や努力を生かしなが
ら営まれている。➑ 

人と環境にや

さしい自動車づ

くりには、どんな

くふうや努力が

大切なのでしょ

うか。 

（1/2 時間） 
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発 
 

展 

 
➒自動車運搬船な
どを造る造船所 

 

 
○自動車運搬船などの船を造る造船所につ
いて調べ，話し合う。 

・大量生産される自動車と違い、造船所では
１隻ずつ注文に合わせて船を造っている。 

・設計、部品づくり、組み立て、進水、試運
転など、完成までに２～３年かかる。 

・新しい技術も取り入れ、日本の造船技術は
世界の中でも質が高い。 

 
 
 
 
 

 
◆大量生産される

自動車工場との
比較を通して、１
隻ずつ手作りさ
れる造船所への
興味・関心を高め
させたい。 

 

 
☆<知理②> 
 自動車運搬船など
の船が造船所で造ら
れている様子を理解
している。 
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青色の部分が、海上輸送に関連する内容です。 

この単元では、８時間目までの自動車工場の学習を踏まえ、６時間

目に学習した、自動車を海外に運ぶ専用船に着目させ、９時間目に「自

動車運搬船などの船を造る造船所の様子」の学習を発展学習として構

成しています。 

また、単元全体の時間数が増えないよう、７時間目の「人や環境に

やさしい自動車づくり」と８時間目の「キャッチコピーづくり」をま

とめて 1 時間扱いとした上で、発展学習として９時間目に「造船所の

様子」の学習を盛り込んでいます。 

なお、９時間目の具体的な学習の流れは、５ページにある「本時指

導案」をご覧ください。 

自動車運搬船

などの船は，どの

ようにつくられ

ているのでしょ

うか。 

（1時間） 

※東京書籍平成２７年度用『新編 新しい社会』５年下単元指導計画より 

自動車運搬船などの船を造る造船所で
は、１隻ずつ注文に合わせ、手作業によっ
て造られている。❾ 



 5 / 12 

 

◆本時指導案 自動車運搬船を造る造船所（9/9） 

（１）ねらい 

自動車運搬船などの船を造る造船所の仕事の様子について調べ、分かったことを話し合う。 

（２）展開 

過程 ○学習活動  ・学習内容 ◎資料  ◆指導上の留意点 

導

入 

〇６時間目で学習した、たくさんの自動車を海外に運ぶ専用

船などは、１隻造るのに２年もかかることを確認し、その

理由を予想する。 

・自動車運搬船などの船はとても大きいからではないか。 

・自動車工場のように流れ作業ができないからではないか。 

〇造船所の写真を基に、造船所ではどのようにして船を造っ

ているのか予想し、話し合う。 

・船の底の方から順番に造るのではないか。 

・いくつかの部分に分けて造り、合体させるのではないか。 

 

 

◎たくさんの船を運ぶ自動車運搬船 

資料 1 

◆自動車工場と比較することで、造船所

の船の造り方に関心を高めるように

する。 

◎造船所の様子 資料 2 

◎造船所で造られる船 資料 3 

展

開 

〇資料を基に、個人やグループで造船所での船の造り方につ

いて調べた後、学級全体で発表し合い、確かめる。 

＜設計＞ 

・注文に合わせた設計図作りに９ヶ月もかけている。 

・１隻ずつ全く違う船を造るから時間がかかる。 

・流れ作業で大量生産する自動車工場とは全く違う。 

＜水槽実験＞ 

・設計図を基に模型を造り、水槽で実験をしている。 

・水槽の実験で設計図を確かめたりしている。 

＜材料の加工＞ 

・部品作りや鉄板の加工などに４ヶ月もかかっている。 

・一つ一つ手作業で造るから時間がかかっている。 

・関連工場から部品が届けられる自動車工場とは全く違う。 

＜組み立て＞ 

・部品やブロック、エンジンなどを大きなクレーンなどを

使って組み立てている。 

・組み立てるのに３ヶ月もかかっている。 

＜進水・引き渡し＞ 

・進水式のあと試運転をしてから引き渡している。 

＜全体＞ 

・それぞれの仕事をしている人たちは、プロとして優れた技

術を発揮しながら作業をしている。 

・お客の要望に応え、人々や社会の役に立つ船造りにやりが

いをもって取り組んでいる。 

◎船ができるまで 資料 4 

 

 

 

 

 

 

◎「私たちの生活を支える船」 

（九州 UMI アカデミー） 

http://sysplan.nams.kyushu-u.ac.jp/ 

gen/event/Umitofune2016/lecture2016

.pdf 

 

◎造船所で働く人たち①～④ 資料 5 

 

 

◎造船所の方の話 資料 6 

 

 

 

 

 

◆可能であれば、造船所の仕事に関する

出前授業を要請することも考えられ

る。 

ま

と

め 

〇本時の学習をまとめる。 

・自動車工場と違い、造船所では、１隻ずつ注文に合わせて

設計したり部品を造ったりしているので、完成するまでに

時間がかかる。 

・自動車運搬船などの船を造る造船所の仕事は、海上輸送を

支える上で大切な役割を果たしている。 

 

 

 

◆本時の学習を踏まえ、身近にある造船

所を見学することも考えられる。 

造船所では自動車運搬船などの船をどのように造っているのか調べよう。 
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資料 1 たくさんの船を運ぶ自動車運搬船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 日本海事広報協会「ぼくとわたしのシップガイド」p.9～10 より 

 

資料 2 造船所の様子 
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資料 3 造船所で造られる船 

 
 

資料 4 船ができるまで 

 

資料 3,4 今治造船所パンフレット「WELCOME IMAZO」より 
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資料 5 造船所で働く人たち① 
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資料 5 造船所で働く人たち② 
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資料 5 造船所で働く人たち③ 

 
 



 11 / 12 

 

資料 5 造船所で働く人たち④ 

 

日本造船工業会「造船業界就職ハンドブック」p.03～06 
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資料 6 造船所の方の話 

 

 


